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   提 案 理 由 

 こども医療費を入院、通院とも１８歳まで無料にするため、この案を提出する。 



新座市こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 

 

新座市こども医療費支給に関する条例（昭和４８年新座市条例第３４号）の一

部を次のように改正する。 

次の表中下線の表示部分については、当該表示部分を削る。 

改 正 後 改 正 前 

  

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴～⑶ ［略］ 

⑷ 「一部負担金等」とは、こどもに係る医

療費のうち、国民健康保険法による被保険

者又は社会保険各法による被保険者、組合

員若しくは加入者（被保険者、組合員又は

加入者であつた者を含む。）が、国民健康

保険法又は社会保険各法の規定により負担

すべき額及び他の法令の規定による医療給

付があつたときの負担すべき額から法令又

はそれに準じる規定による給付の額、付加

給付の額及び食事療養標準負担額を控除し

た額をいう。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴～⑶ ［略］ 

⑷ 「一部負担金等」とは、こどもに係る医

療費（満１５歳に達する日以後の最初の３

月３１日を経過したこどもにあつては、入

院に係る医療費に限る。）のうち、国民健

康保険法による被保険者又は社会保険各法 

による被保険者、組合員若しくは加入者 

（被保険者、組合員又は加入者であつた者

を含む。）が、国民健康保険法又は社会保

険各法の規定により負担すべき額及び他の

法令の規定による医療給付があつたときの

負担すべき額から法令又はそれに準じる規

定による給付の額、付加給付の額及び食事

療養標準負担額を控除した額をいう。 

  

   附 則 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後に受けた医療に係る医療費について適用し、同日前に受けた医療に係る

医療費については、なお従前の例による。 

 


